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この１３０知っていましたか？

イミヲ

半田商工会議所は今年で創立130周年を迎えます。
そこで今年度のカイギショゲッポウでは、「創立130周年特集」
を毎月掲載します！
前半では、当所が創立した1893年～現在に至るまでの当所の
歴史を、世界や半田市の動きと照らし合わせながら紹介しま
す。皆様も、一緒に歴史を振り返ってみませんか？

第4回目の今回は、1994年（平成6年）～2003年（平成15
年）までの10年間を振り返っていきます。

商工会議所青年部をあらわす「YEG」とは？
2002年（平成14年）に当所の定款にも位置付けられた半田商工会議所青年部は、「半田YEG」と略されることをご存知でしょうか？
「YEG」とは、若き企業家集団である商工会議所青年部の英語名(Young Entrepreneurs Group)の頭文字をとったもので、同時に、
商工会議所青年部の持つコンセプト(若さ、情熱、広い視野)を持った経営者＝Youth, Energy, Generalistを表しています。
地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担うという理念のもとに、日本全国で約32,000人、半田でも150人超のYEGメ
ンバーが活動しています。   
        
        
        

第１１代会頭　小栗 圓一郎
19９４年～1９９８年

第１２代会頭　中埜　修
19９８年～２００４年
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１９94年（平成６年） 

知多半島4商工会議所8商工会（現在）のトップで構成さ
れたこの組織は、地域経済団体の連携を軸に、産業の振
興と発展を目指したもの。
知多半島5市5町を一つの地域として捉え、共通課題につ
いて話し合う基盤が整備された。

知多地域経済会議 発足
知多半島全体で発展を目指す

このイベントは、当所・半田市・知多農業協同組合（当時）で構成さ
れた実行委員会主催のもと、半田市制60周年を記念し、前年まで
別々に開催されていた「はんだの産業と物産展」と「半田市農業ま
つり」を合わせて新しく開催したもの。
現在でも続いている半田商工会議所青年部による「ごん鍋」のふ
るまいは、当時から大好評だった。

１９97年（平成９年） 
第１回「はんだの産業まつり」開催
約30,０００人が来場

当所の共済制度（生命・特定退職金・経営者年金）の適正な運営を図るための審議会を前年に設置。
信頼と魅力ある共済制度運営と当所財政基盤の確立を目指した。
同審議会により見直された生命共済制度は、公募の中から「あおぞら共済」として2001年（平成13年）1月にデビューした。

２００１年（平成13年） 
共済制度の新ネーミング「あおぞら共済」デビュー
魅力ある共済制度運営へ

衣浦海底トンネルは、我が国初めての沈埋式海底道路トンネルとして昭和48年に開通し、西三河
と知多地域を結ぶ幹線道路として、地域の発展に大きく貢献してきた。
しかし、港湾の取扱貨物量の増大や周辺道路の整備進展に伴い、衣浦海底トンネルの交通量は
著しく増加した。この様な背景から、交通円滑化のため既存の2車線から4車線化することが決定
し、工事着手から約5年後の2001年（平成13年）に貫通、2003年（平成15年）3月より供用が開
始された。

２００３年（平成１５年） 
新・衣浦海底トンネルの供用開始
地域発展への深く大きな近道
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「YEG」とは、若き企業家集団である商工会議所青年部の英語名(Young Entrepreneurs Group)の頭文字をとったもので、同時に、
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地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担うという理念のもとに、日本全国で約32,000人、半田でも150人超のYEGメ
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